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A-Policy

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現

行
の
中
期
３
ヵ
年
計
画
（
平
成
28
年
〜
30

年
）
に
お
い
て
、
次
の
６
つ
の
柱
に
基
づ

き
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

１
．  

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
再
構
築
に
よ

る
生
産
基
盤
の
拡
充

２
． 

中
心
的
担
い
手
等
の
育
成
・
支
援

３
．
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

４
．  
新
技
術
等
に
よ
る
省
力
化
・
多
収
量

生
産
体
系
の
開
発
・
普
及

５
．
安
全
・
安
心
体
制
の
確
立

６
．
品
目
別
研
修
会
の
計
画
的
開
催

　

農
業
生
産
振
興
は
単
年
度
で
達
成
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
歳
月
を
要
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
期
計
画
に

お
い
て
、
果
樹
は
「
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い

化
栽
培
」、野
菜
は「
機
械
収
穫
作
業
体
系
」

の
組
め
る
品
目
（
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
、

ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
、ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
）

及
び
消
費
地
か
ら
も
生
産
拡
大
が
求
め
ら

れ
て
い
る
品
目
（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
）
な
ど
の
振
興
品
目
に
絞
り
込
ん

だ
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

特
に
「
農
業
生
産
振
興
へ
の
取
組
み
」
に

目
を
向
け
、
４
番
目
の
項
目
の
中
か
ら
、

昨
年
に
引
続
き
「
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化

栽
培
」
と
「
機
械
収
穫
作
業
体
系
」
の
取

組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培

　

リ
ン
ゴ
栽
培
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
、

高
密
植
わ
い
化
栽
培
は
、
県
下
２
７
５
ha

余
の
新
改
植
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

（
平
成
30
年
春
植
え
ま
で
の
集
計
。
Ｊ
Ａ

長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
調
べ
）。
ま
た
、

昨
秋
と
今
春
に
も
概
ね
25 

ha
が
植
え
付
け

ら
れ
る
予
定
で
、
総
計
で
は
約
３
０
０
ha

と
な
り
ま
す
。

　

本
栽
培
は
、
平
成
19
年
に
当
セ
ン
タ
ー

が
発
足
し
て
以
来
、
事
業
の
一
つ
で
あ
る

園
芸
産
地
活
性
化
の
中
で
「
果
樹
振
興
」

の
柱
と
し
て
推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。
早

期
成
園
化
と
と
も
に
早
期
多
収
、
高
い
商

品
化
率
で
収
益
改
善
を
め
ざ
し
、
当
初
は

県
（
う
ま
い
く
だ
も
の
推
進
部
会
）
が
推

進
す
る
新
わ
い
化
栽
培
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
わ
い
化
栽
培
で
は
当
初
、
苗
木

を
10
ａ
当
り
２
０
０
本
植
え
（
列
間
４
ｍ

×
樹
間
１
・
25
ｍ
）
を
推
奨
し
て
い
ま
し

た
が
、現
在
で
は
高
密
植
わ
い
化
栽
培（
列

間
３
〜
３
・
５
ｍ
×
樹
間
０
・
５
〜
０
・
８

ｍ
、
10
ａ
当
り
約
３
５
０
〜
６
０
０
本
植

え
）
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
樹
齢

が
10
年
近
い
園
地
も
あ
り
、
目
標
と
し
て

い
た
10
ａ
当
り
５
〜
６
ト
ン
の
収
量
を
は

る
か
に
超
え
た
、
７
〜
８
ト
ン
を
上
げ
る

園
地
も
珍
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
中
に
は
樹
間
を
０
・
５
ｍ
よ
り
も

短
く
し
て
更
に
本
数
を
増
や
し
収
量
を
伸

ば
し
て
い
る
園
地
も
み
ら
れ
ま
す
。（
参

考
／
長
野
県
リ
ン
ゴ
結
果
樹
面
積
７
，

３
５
０
ha
／
平
均
反
収
１
，
９
９
０
㎏
／

Ｈ
29
県
集
計
）

　

高
密
植
わ
い
化
栽
培
を
始
め
る
に
は
、

樹
間
を
詰
め
る
た
め
多
く
の
苗
を
植
え
ま

す
。
定
植
後
２
年
目
以
降
に
は
収
穫
が
可

平
成
30
年
度

農
業
生
産
振
興
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て 
JA長野県
営農センター

能
と
な
り
、
最
終
的
に
は
１
本
で
20
〜
30

㎏
の
収
量
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま

た
、
従
来
よ
り
も
細
い
幹
に
多
く
の
実
を

つ
け
る
た
め
、
風
害
等
か
ら
の
防
護
と
し

て
、
高
強
度
な
ト
レ
リ
ス
の
設
置
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
栽
培
ス
タ
ー

ト
時
の
資
金
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
く
の
産
地
で
は
、

「
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
」
等
の
国
庫

事
業
や
県
単
事
業
、
市
町
村
補
助
、
そ
し

て
Ｊ
Ａ
独
自
の
助
成
事
業
等
を
組
み
合
せ

る
こ
と
で
、
栽
培
初
期
の
生
産
者
資
金
の

圧
縮
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
発
足
当
初
か
ら
こ

の
栽
培
に
必
要
な
フ
ェ
ザ
ー
苗
と
そ
の
台

木
と
な
る
Ｍ
・
９
ナ
ガ
ノ
（
ウ
イ
ル
ス
フ

リ
ー
）
の
生
産
を
手
掛
け
て
お
り
、
今
年

度
は
フ
ェ
ザ
ー
苗
で
約
５
万
本
の
生
産
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
初
出

荷
さ
れ
た
新
品
種
「
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
」
も
、

高
密
植
わ
い
化
栽
培
に
よ
る
栽
培
面
積
が

半
数
以
上
を
占
め
、
早
期
産
地
化
の
推
進

に
よ
る
有
利
販
売
の
実
現
へ
と
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
更
な
る
推
進

を
図
る
た
め
、
フ
ェ
ザ
ー
苗
、
台
木
の
増

産
に
向
け
た
体
制
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
野
菜
の
機
械
収
穫
作
業
体
系

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
減
少
に

よ
る
労
働
力
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
野
菜
の
生
産
量
は
近
年
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
野
菜
生
産

を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
大
規
模

専
業
農
家
や
集
落
営
農
組
織
に
よ
る
規
模

拡
大
が
重
要
で
あ
り
、
よ
り
省
力
化
し
た

作
業
体
系
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状
、
本
県
に
お
け
る
機
械
化
一
貫
体
系

は
初
期
投
資
が
大
き
く
、
一
部
の
品
目
で

の
大
規
模
営
農
組
合
等
に
よ
る
実
施
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

当
営
農
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
ヵ
年
計
画

の
中
で
、
野
菜
栽
培
に
お
い
て
時
間
と

労
力
を
多
く
必
要
と
す
る
収
穫
・
調
整

作
業
を
中
心
に
、
機
械
化
に
よ
る
作
業

体
系
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
に
お
い
て
も
加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ

ツ
、
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
、
ス
ィ
ー
ト

コ
ー
ン
、
ダ
イ
コ
ン
に
お
い
て
関
係
機

関
と
連
携
し
て
収
穫
機
等
に
よ
る
現
地

作
業
試
験
を
実
施
し
、
本
県
に
お
け
る

普
及
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
ね
ぎ
の
生
産
現
場
で
は
、

収
穫
後
か
ら
荷
造
り
の
作
業
効
率
を
目

的
に
、
移
動
式
作
業
小
屋
を
製
作
し
松

本
地
区
に
て
実
証
を
行
い
ま
し
た
。
圃
場

内
で
皮
む
き
調
整
作
業
等
が
行
え
、
残
さ

は
圃
場
内
に
排
出
で
き
る
た
め
、
収
穫
物

の
横
持
ち
及
び
残
さ
処
理
の
労
力
・
時
間

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
作
業
効
率
の
向
上

が
確
認
出
来
ま
し
た
。 

　

今
後
は
、
収
穫
機
を
は
じ
め
、
よ
り
産

地
の
状
況
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
集
出
荷
場
で
の
受
入
対
応
を
含
め
て

関
係
者
と
の
検
討
・
調
整
を
図
り
、
機
械

化
一
貫
体
系
の
導
入
・
普
及
に
向
け
て
引

き
続
き
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高密植わい化栽培圃場

シナノリップ店頭陳列

白ネギ移動式作業小屋　実演風景

キャベツ収穫機実演会
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A-Policy

　

現
在
、
県
内
き
の
こ
事
業
は
、
長
期
の

価
格
低
迷
や
資
材
費
・
運
賃
な
ど
の
コ
ス

ト
が
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
流
通
チ
ャ
ネ

ル
の
多
様
化
や
Ｐ
Ｂ
商
品
の
供
給
な
ど
、

顧
客
満
足
を
高
め
る
た
め
の
よ
り
細
か
い

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
の
き
の
こ
生
産
戸
数
は
廃

業
や
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
お

り
、
こ
の
状
況
は
取
り
引
き
の
継
続
や
物

流
な
ど
の
課
題
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
き
の
こ
課
で
は
、
現
状

の
動
向
か
ら
「
Ｊ
Ａ
間
の
連
携
に
よ
る
顧

客
へ
の
供
給
」「
ア
イ
テ
ム
の
見
直
し
」「
高

位
品
質
レ
ベ
ル
の
均
一
化
」「
物
流
の
効

率
化
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
重
点
推
進
の
取
組
み
事
項
】

１
．
流
通
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

⑴ 

市
場
流
通

　

流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
は
今
後
一
層

進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
卸
売
会
社
の
価

格
形
成
機
能
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
様
々

な
商
談
に
応
じ
た
提
案
を
可
能
と
す
る
体

制
を
整
備
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
引
き
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

⑵ 

営
業
課
（
直
販
）
商
流

　

顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
直
接
取
引
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
場
流
通
と
の
バ

ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
な
が
ら
即
断
即
決
で

き
る
商
流
を
増
や
す
こ
と
で
顧
客
を
確
保

し
ま
す
。

⑶ 

取
引
先
へ
の
対
応

　

販
売
支
援
と
な
る
魅
力
的
な
企
画
を
提

案
し
、
取
引
先
で
の
長
野
県
産
の
売
り
場

を
確
保
し
ま
す
。

① 

き
の
こ
ス
ー
プ
の
素
・
き
の
こ
セ
ッ
ト

用
袋
の
活
用
、
ま
と
め
買
い
し
た
際
に

利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ザ
ー
バ
ッ
グ
の
販

売
活
用
を
提
案
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

き
の
こ
事
業
推
進
の
取
組
み

きのこ課
② 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実

さ
せ
、
新
た
な
客
層
を
取
り
込
み
ま
す
。

③ 

更
な
る
顧
客
満
足
を
目
指
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
企
画
の
充
実
や
店
舗
で
の
販
売

コ
ン
ク
ー
ル
や
信
州
フ
ェ
ア
な
ど
の
総

合
宣
伝
に
よ
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
に
つ
な
げ
ま
す
。

⑷ 

業
務
加
工
向
け
ア
プ
ロ
ー
チ

　

食
の
中
食
・
外
食
化
が
一
層
進
む
中
で
、

野
菜
の
加
工
・
業
務
向
け
の
割
合
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
長
野
県
産
き
の
こ
の

総
菜
へ
の
売
り
込
み
や
提
案
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
変
化
す
る
消
費
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
本
年
度
は
新
規
に
調
味
料
メ
ー

カ
ー
へ
の
食
材
提
供
や
、
ホ
テ
ル
・
給
食
・

飲
食
業
界
へ
の
提
案
や
取
組
み
を
始
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
更
に
拡
大
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
３
月
〜
８
月
の
「
需
要
減
退
期
の

　
　

適
正
生
産
」
の
実
施

　

春
夏
期
の
需
要
拡
大
施
策
を
継
続
し
な

が
ら
、
一
方
で
は
産
地
の
適
正
生
産
を
誘

導
し
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の
生
産
計
画
と
需
要
を

連
動
さ
せ
る
こ
と
で
価
格
の
低
落
を
防
ぐ

と
共
に
、
販
売
ロ
ス
を
な
く
す
こ
と
で
安

定
的
な
販
売
価
格
の
維
持
に
取
り
組
み
ま

す
。

３
．
き
の
こ
の
持
つ
機
能
性
を

　
　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

き
の
こ
の
持
つ「
う
ま
味
」「
食
物
繊
維
」

な
ど
の
機
能
性
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
共
に
、
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
に
よ
り
若
年
層
へ
の
食
育
活
動
の
充

実
と
、
認
知
度
ア
ッ
プ
及
び
需
要
拡
大
に

努
め
ま
す
。

【
安
全
安
心
対
策
】

　

異
物
混
入
は
消
費
者
の
信
頼
を
失
墜
さ

せ
か
ね
な
い
問
題
で
あ
り
、
お
客
様
か
ら

の
お
申
し
出
内
容
は
年
々
き
め
細
か
い
対

応
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
を
中
心
と
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み
は
、

異
物
混
入
の
減
少
と
い
う
成
果
に
現
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
施
設
内
の
作
業
動
線
上

の
重
大
リ
ス
ク
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

よ
り
安
全
・
安
心
で
消
費
者
か
ら
支
持
さ

れ
る
商
品
づ
く
り
を
更
に
進
め
ま
す
。

【 

新
品
種
の
開
発
や
生
産
技
術
向
上
に
向

け
た
取
組
み
】

　

県
の
機
関
や
（
一
社
）
長
野
県
農
村
工

業
研
究
所
な
ど
と
連
携
し
、
新
品
種
の
開

発
を
進
め
ま
す
。
ま
た
生
産
技
術
の
向
上

は
、
生
産
現
場
に
即
し
た
も
の
と
し
、
収

量
面
や
品
質
面
で
効
率
的
な
栽
培
体
系
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
農
長
野
き
の
こ
課
で
は
、
今
後
も
お

客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
安
定
し
た
高
品
質
な

商
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
安
全
安
心
対

策
や
新
品
種
の
開
発
、
生
産
技
術
向
上
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

きのこを身近に感じてもらえるように「きのこ教室」を開催

夏のキャンペーンでフリーザーバッグを配布し、冷凍保存できることをPR

きのこの旨味でおいしさアップ「きのこスープの素」

きのこセット用の袋フリーザーバッグにはきのこの冷凍方法を印字 

重点事業方針
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米
穀
課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
畜
産
酪
農
部
で
は
、
信
州

産
畜
産
酪
農
製
品
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
、

全
農
長
野
生
活
部
、
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
、

長
野
県
農
協
直
販
㈱
と
連
携
し
、「
信
州
の

畜
産
酪
農
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
が
、
今
年
度
は
家
計
消
費
の
落
ち
込
む

１
月
か
ら
２
月
の
こ
の
時
期
に
実
施
し
、
併

せ
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
も
信
州
産
農
産
物

を
通
し
て
応
援
し
て
い
る
上
松
町
出
身
の
御

嶽
海
関
を
「
応
援
に
行
こ
う
！
」
と
銘
打
ち
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
賞
品
に
農
協
観
光
の
旅
行
券
を

設
定
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

は
、
A
・

コ
ー
プ
チ
ェ
ー
ン
店
に
お
い
て
信
州
産
畜
産

酪
農
製
品
を
５
点
以
上
購
入
し
た
こ
と
が
わ

か
る
レ
シ
ー
ト
を
１
口
と
す
る
か
、
ま
ご
こ

ろ
宅
配
利
用
の
方
に
配
布
さ
れ
る
応
募
用
紙

に
よ
っ
て
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
・
コ
ー
プ
店
頭
で
は
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
の
他
に
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
・
信

州
ポ
ー
ク
生
産
販
売
協
議
会
が
作
成
し
た

「
信
州
Ａ
ポ
ー
ク
」
販
促
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

県
内
各
地
の
「
信
州
Ａ
ポ
ー
ク
」
生
産
者
を

回
り
、
農
場
の
様
子
や
生
産
者
の
思
い
を
撮

影
し
た
も
の
で
、
年
末
年
始
商
戦
に
間
に
合

う
よ
う
各
店
舗
に
配
布
し
ま
し
た
。
お
買
い

物
の
際
に
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
の
〝
こ
だ
わ
り
〞
を
、

ぜ
ひ
、
店
頭
で
足
を
止
め
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
ま
だ
ま
だ
継
続

中
で
す
。
農
協
観
光
旅
行
券
や
信
州

ア
ル
プ
ス
牛
、
信
州
ポ
ー
ク
、
乳
製

品
な
ど
の
当
選
を
目
指
し
、
た
く
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
み
ん
な
で
御
嶽
海
関
も
、

信
州
産
畜
産
酪
農
製
品
も
、
ど
ん
ど

ん
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

 

▼
畜
産
酪
農
部

「
信
州
の
畜
産
酪
農
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
開
催
中
！

「
信
州
A
ポ
ー
ク
」
D
V
D
も
盛
り
上
げ
に
一
役

Ａ・コープ店頭で放映している「信州Ａポーク」販促ＤＶＤ

売り場に設置されている応募用紙

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
米
穀
課
は
、
長
野

米
の
新
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
民
放
４
局

で
放
映
中
で
す
。

　
「
長
野
米
」
Ｃ
Ｍ
の
「
相
撲
編
」

は
木
曽
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
の
練
習
と

食
事
の
様
子
の
背
景
に
、
御
嶽
海
関

が
歌
う
〝
長
野
米
の
歌
〞
が
流
れ
ま

す
。「
駅
伝
編
」
は
長
野
東
高
等
学

校
陸
上
競
技
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
の

練
習
と
食
事
の
様
子
で
、
出
演
し
た

選
手
が
〝
長
野
米
の
歌
〞
を
歌
っ
て

い
ま
す
。

　

全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
、
20
年

前
か
ら
長
野
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど

を
（
公
財
）
長
野
県
体
育
協
会
に
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
寄
贈
品
は
同
協
会

か
ら
、
全
国
を
は
じ
め
各
種
大
会
で

活
躍
し
て
い
る
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
木
曽
少
年

相
撲
ク
ラ
ブ
と
長
野
東
高
等
学
校
の

Ｃ
Ｍ
出
演
は
こ
の
縁
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。

　
「
信
州
の
地
酒
」
の
Ｃ
Ｍ
は
「
居

酒
屋
編
」
と
「
酒
蔵
編
」
の
２
種
類

が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
フ
リ
ー
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
の
坂
橋
克
明
さ
ん
が
出

演
。
酒
需
要
期
の
12
月
27
日
か
ら
１

月
６
日
ま
で
集
中
放
映
し
、
今
後
も

適
時
放
映
し
ま
す
。
こ
の
C
M
は
、

２
０
１
６
年
に
「
信
州
地
酒
で
乾
杯

の
日
推
進
協
議
会
」（
長
野
県
小
売

酒
販
組
合
連
合
会
、
長
野
県
酒
造
組

合
、
長
野
県
、
全
農
長
野
な
ど
13
団

体
が
構
成
）
が
制
定
し
た
「
毎
月
８

日
は
『
信
州
地
酒
で
乾
杯
の
日
』」

を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
酒
を
飲
む
機
会
を
増

や
し
て
地
元
を
元
気
に
し
よ
う
と
制

作
し
ま
し
た
。

　

長
野
米
は
全
国
で
も
品
質
が
よ
く
、

お
米
の
品
質
を
表
す
う
る
ち
米
の
一

等
米
比
率
が
平
成
30
年
産
米
で
97
・

０
％
（
平
成
30
年
11
月
末
時
点
）
で

す
。
ま
た
、
長
野
県
に
は
80
蔵
の
酒

蔵
が
あ
り
（
平
成
30
年
12
月
時
点
）、

い
ず
れ
も
全
国
２
位
で
す
。
全
農
長

野
米
穀
課
で
は
、
長
野
米
と
信
州
の

地
酒
を
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
の

皆
さ
ん
に
ご
愛
顧
い
た
だ
け
る
よ
う
、

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
長
野
米
」と「
信
州
の
地
酒
」新
Ｃ
Ｍ
制
作
・
放
映

居酒屋編新・駅伝編

酒蔵編新・相撲編
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果
実
課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
果
実
課
で
は
11
月
29
日
㈭
、

県
産
リ
ン
ゴ
の
認
知
度
向
上
と
消
費
拡
大
を

目
指
し
、
埼
玉
県
の
女
子
栄
養
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
で
栄
養
学
を
学
ぶ
学
生
１
１
５

名
を
対
象
に
「
リ
ン
ゴ
の
授
業
」
を
行
い
ま

し
た
。
学
生
の
多
く
が
、
将
来
栄
養
士
や
管

理
栄
養
士
を
目
指
し
て
お
り
、
学
校
や
病
院
、

社
員
食
堂
な
ど
、
現
場
で
食
材
を
選
び
仕
入

れ
る
立
場
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
学
生
時

代
に
県
産
リ
ン
ゴ
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
利
用
率
の
向
上
が
期
待
で
き
ま

す
。
今
回
の
授
業
は
、
青
果
物
健
康
推
進
協

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

県
産
リ
ン
ゴ
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
で
は
、

産
地
の
１

※

分
動
画
を
上
映
し
「
産
地
の
努
力

と
愛
情
に
よ
っ
て
栽
培

さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。
県
産

リ
ン
ゴ
に
は
数
多
く
の

品
種
が
あ
り
、
糖
酸
比

を
交
え
、
品
種
の
食
味

の
特
徴
を
伝
え
た
と
こ

ろ
「
そ
ん
な
に
リ
ン
ゴ

の
品
種
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚

き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。講
義
後
、「
幼
児
・

学
童
期
の
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
調
理
実
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
献
立
に
県
産
サ
ン
ふ
じ
を

使
用
し
、
想
定
す
る
年
齢
に
合
わ
せ
カ
ッ
ト

す
る
大
き
さ
を
工
夫
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
調
理
実
習
と
合
わ
せ
、
同
大
学

教
授
ら
に
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
の
焼
き
リ
ン
ゴ

を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
生
食
の
シ
ナ
ノ
ゴ
ー

ル
ド
と
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
後
、学
生
か
ら
は「
品
種
に
よ
っ

て
味
が
違
う
こ
と
に
驚
い
た
」「
初
め
て
焼

き
リ
ン
ゴ
を
食
べ
た
け
ど
、
調
味
料
を
使
わ

ず
こ
ん
な
に
甘
い
こ
と
に
驚
い
た
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。
授
業
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
メ
ニ
ュ
ー
や
用
途
に
よ
っ

て
使
う
品
種
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
が
で
き

る
と
思
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
産
地
や

品
種
へ
の
興
味
・
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

産
地
と
連
携
し
た
授
業
に
つ
い
て
、
同
大

学
の
林
芙
美
教
授
は
「
学
生
に
と
っ
て
も
、

講
義
だ
け
で
な
く
、
本
物
の
産
地
の
味
を
知

る
こ
と
は
多
く
の
学
び
に
つ
な
が
る
。
こ
の

よ
う
な
機
会
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重

な
時
間
に
な
り
ま
す
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

女
子
栄
養
大
学
で「
リ
ン
ゴ
の
授
業
」を
実
施幼児期用メニュー（夕食）

学童期用メニュー（朝食）

生
産
販
売
企
画
課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
販
売
部
は
、
全
国
に

会
員
を
持
つ
料
理
教
室
の
㈱
ホ
ー
ム
メ
イ
ド

ク
ッ
キ
ン
グ
と
連
携
し
、
12
月
３
日
㈪
に
東

京
・
有
楽
町
、
５
日
㈬
に
大
阪
・
梅
田
で
料

理
教
室
「
長
寿
県　

信
州
の
野
菜
・
果
物
で

ベ
ジ
フ
ル
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
開
き
、

約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
長
寿
県
・
信
州
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
活
用
し
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
抗
老

化
）
の
方
法
と
し
て
県
産
農
産
物
を
使
っ
た

一
汁
三
菜
の
家
庭
料
理
を
提
案
し
、
農
産
物

を
家
庭
で
調
理
し
て
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で

継
続
的
な
消
費
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
企
画

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
長
野
県
の
平
均
寿
命
が
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

男
女
と
も
野
菜
の
摂
取
量
が
多
い
こ
と
、
ま

た
、
昭
和
40
年
頃
の
適
度
に
欧
米
化
し
た
家

庭
の
和
食
が
長
寿
国
日
本
を
支
え
て
い
る
と

い
う
研
究
結
果
か
ら
、
色
々
な
も
の
を
少
し

ず
つ
食
べ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
レ
シ
ピ
を
実

習
・
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
頃
の
工
夫
と
し
て
、
き
の
こ
を

カ
ッ
ト
し
て
冷
凍
保
存
し
常
備
す
る
、
お
か

ず
に
な
る
く
ら
い
の
具
沢
山
味
噌
汁
で
野
菜

と
き
の
こ
を
食
べ
る
、
ハ
ン
バ
ー
グ
等
の
つ

な
ぎ
に
き
の
こ
類
の
み
じ
ん
切
り
を
活
用
す

る
、
野
菜
を
浅
漬
け
・
ぬ
か
漬
け
に
し
て
食

べ
る
、
こ
れ
ら
の
食
生
活
の
主
食
に
は
ご
飯

が
合
う
こ
と
、
甘
味
・
お
や
つ
と
し
て
も
季

節
の
く
だ
も
の
を
毎
日
２
０
０
ｇ
食
べ
る
こ

と
を
習
慣
に
す
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
農

産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
継
続
的
な
食

生
活
の
実
践
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
に

積
極
的
で
、
終
了
後
に
は
各
テ
ー
ブ
ル
に

飾
っ
た
県
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
と
料
理
が
＃
（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）

全
農
長
野
を
付
け
て
拡
散
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、全
員
が「
料

理
教
室
の
内
容
を
食
生
活
に
活
か
し
た
い
」

と
回
答
し
、
長
野
県
産
の
青
果
物
に
対
し
て

は
、「
興
味
・
関
心
が
わ
い
た
」
73
％
、「
意

識
し
て
購
入
し
た
い
」
48
％
、「
積
極
的
に

食
べ
た
い
」
48
％
、
農
産
物
に
関
し
て
知
り

た
い
情
報
と
し
て
、「
お
い
し
く
食
べ
る
コ

ツ
や
保
存
方
法
」85
％
、「
料
理
レ
シ
ピ
」76
％
、

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
た
内
容
の
構
成
と
、
参
加
者
以
外
に
も

さ
ら
に
農
産
物
の
情
報
を
拡
散
で
き
る
仕
掛

け
を
考
え
、
農
産
物

の
総
合
供
給
基
地
・

信
州
の
農
産
物
を

使
っ
て
野
菜
の
出
荷

最
盛
期
に
合
わ
せ
、

同
様
の
教
室
を
継
続

す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

東
京
と
大
阪
の
料
理
教
室
で
県
産
農
産
物
を
P
R

当日提案した一汁三菜メニュー
メニュー ポイント

信州産きのこたっぷり
ヘルシーハンバーグ

きのこ類をつなぎに。
ボリュームアップ、カロリー減

信州味噌の具沢山みそ汁 野菜・きのこたっぷり、汁を飲む量（塩分）が減ら
せる、発酵食品の味噌

信州きのこ手作りなめたけ 手軽な常備菜に
信州産ナガイモの浅漬け 野菜の保存食を見直す
信州リンゴと甘酒のスムージー 果物と発酵食品である甘酒の組合せ
市田柿の柚子くるみ 果物に一手間加えて間食にも

長野コシヒカリのご飯 汁物やおかずを合わせ、三大栄養素の
バランスを整えやすい

※10ページのQRコードからご覧いただけます。
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A-Reports

　

１
月
も
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。今
シ
ー
ズ
ン
の
冬
は
、

雪
も
少
な
く
、
あ
の
顔
や
手

が
痛
い
よ
う
な
寒
い
日
は
少

な
い
で
す
。
朝
雪
か
き
を
す

る
事
も
ほ
と
ん
ど
な
く
生
活

に
は
ラ
ク
な
の
で
す
が
、
暖

冬
な
の
で
、
春
先
以
降
、
農

産
物
は
生
育
も
早
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
関
東
・
太
平
洋
側

は
か
な
り
乾
燥
し
て
い
る
よ

う
で
す
、
水
不
足
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
様
々

な
方
面
に
気
象
変
動
の
影
響

が
あ
り
そ
う
で
心
配
で
す
。

　

こ
こ
に
来
て
、
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
例
年
な
ら
ば
年
末

年
始
休
み
が
終
わ
り
学
校
や

職
場
が
始
ま
る
頃
か
ら
増
加

す
る
そ
う
で
す
が
、
今
年
は

年
初
か
ら
増
加
し
て
お
り
、

流
行
が
早
い
の
だ
そ
う
で
す
。

乾
燥
し
て
い
る
事
も
影
響
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

室
内
外
で
温
度
変
化
が
大

き
く
体
調
を
崩
し
が
ち
で
す
。

う
が
い
や
手
洗
い
で
し
っ
か

り
予
防
し
て
、
食
事
も
し
っ

か
り
と
っ
て
、
皆
様
健
康
で

お
過
ご
し
下
さ
い
。

 

（
Ｋ
）

き
の
こ
課

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
き
の
こ
課
で
は
、
き
の
こ
の
需
要
が
高
ま
る
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
「
ス
ー
プ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
全
国
か
ら

１
０
，
２
８
０
通
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
本
県
産
き
の
こ
フ
ィ
ル
ム
に
あ
る
「
信
州
三
ツ
山
マ
ー

ク
」
を
４
枚
集
め
て
応
募
す
る
と
抽
選
で
２
０
０
名
様
に
県
産
農
畜
産
物
が
当

選
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
す
。
応
募
は
が
き
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
専
用
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
は
、
き
の
こ
を
ス
ー
プ
で
手
軽
で
よ
り
美
味
し
く
い
た
だ
く
「
コ
ツ
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時

期
の
店
頭
試
食
宣
伝
会
で
は

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
紹
介
す
る
レ

シ
ピ
を
活
用
し
、
直
接
き
の
こ

購
入
の
き
っ
か
け
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
選
者
は
12
月
の
き
の
こ
専

門
委
員
会
で
抽
選
し
２
０
０
名

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

き
の
こ
課
で
は
、
き
の
こ
の

よ
り
一
層
の
消
費
拡
大
を
進
め

る
た
め
、
有
効
な
企
画
を
実
施

し
売
り
場
確
保
に
努
め
ま
す
。

信州の畜産・酪農家と焼き肉を囲んで交流を深めませんか？
20～40代の焼き肉が大好きな独身女性を募集中です。

開催日時 2019年2月23日（土）
17:30～19:30（17:00～受付開始）

会　　場 炭火焼肉「味楽苑」伊勢町店 松本市中央1-14-12　　
TEL.0263-35-3307

参 加 費 女性1,500円（焼肉+ドリンク付き）

参加資格 焼肉が大好きな20～40代までの独身女性
（県内・県外問わず）

申込期限 2019年2月1日（金）まで
※定員になり次第、受付は終了となります。

畜産酪農部からのお知らせ

今年も開催
「まつもと焼コン」

「
き
の
こ
de
ス
ー
プ
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
か
ら
1
0
，2
8
0
通
の
応
募

【お問い合わせ】　
Ntour農協観光長野支店
TEL.026-224-6100（平日9:00～17:00）

2月の動き▶
改革推進・
企 画 課

2/1㈮ 県青協・全農長野意見交換会
JA長野県ビル

総務広報課 2/28㈭ 地区別総代会（関東・甲信地区）
東京都内

野菜花き課 1/31㈭～
2/1㈮　

第50回信州フラワーショー
ウィンターセレクション
JA南信会館 

畜産酪農部 2/23㈯　 まつもと焼コン
炭火焼肉「味楽苑」（松本市） 

畜産酪農部 実施中～
2/28㈭

信州の畜産酪農キャンペーン
長野県A・コープ店頭に備え付けの応募
用紙に必要事項を記入し、信州産の豚肉・
牛肉・卵・牛乳・乳製品・肉加工品を5
点以上購入したことがわかるレシートを
一口として応募すると、抽選ですてきな
商品が当たります。

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 14,262 101 97 

果 実 34,540 101 104 

野 菜 花 き 65,965 102 112 

野菜種苗センター 161 104 101 

き の こ 14,322 86 97 

営 業 11,769 91 104 

生 産 販 売 部 計 141,017 99 106 

包 装 資 材 6,940 94 95 

生 産 資 材 8,770 105 105 

農 業 機 械 5,905 106 95 

施 設 住 宅 3,417 143 100 

生 産 購 買 部 計 25,032 106 99 

畜 産 10,832 111 99 

三 岳 牧 場 255 104 94 

SPF繁殖センター 232 105 114 

酪 農 14,009 107 97 

八 ヶ 岳 牧 場 182 71 77 

畜 産 酪 農 部 計 25,510 108 98 

燃料・ホームエネルギー 19,793 116 107 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 8,907 114 110 

生 活 9,004 96 93 

生 活 部 計 37,704 110 104 

長 野 県 本 部 計 229,263 102 104 

平成30年度12月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

（内部販売高含む）

2月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

2/5㈫16:10 SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

学校給食栄養教諭
の話

2/12㈫16:10 SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

おすすめ乳製品

2/19㈫16:10 SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

料理レシピ紹介

2/26㈫16:10 SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内
「ミルクマガジン」

牛乳クイズ

生産販売部では、生産者が農産物に
かける情熱や想いを伝えることで、
親近感や付加価値を感じてもらえる
ような動画の制作を、今年度からス
タートしています。

長野県産農産物のPR動画制作、はじめました
だからおいしい！ だからきれい！
長野の農産物
スペシャルムービー公開中！
検索エンジンやYou Tubeでぜひ検索してください

だからおいしい長野

だからきれい長野

（レタス・エノキタケ・お米・リンゴ）

（トルコギキョウ）
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グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
2
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
1
9
年
1
月
20
日
発
行
　
第
4
7
7
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
小
林
哲
男
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3

JA全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com


